
訪 問 販 売

　

　「古いお布団はありませんか。無料で引き取りいたし

ます」と、突然セールスマンの訪問がありました。言葉

どおり回収してもらいましたが、その後、車から新しい

布団を下ろしてきて、その布団の説明を始めました。熱

心な勧誘を受け、１人暮らしということもあり他に相談

する人もいなかったので、つい心をゆるしてしまい、購

入契約をしてしまいました。しかし、金額が高額で年金

収入しかない自分にとっては、大きな負担になるので解

約したいのですが、できるでしょうか。

　突然やってきたセールスマンの巧みな勧誘に乗せられ

て、つい契約してしまうということはありがちです。契

約後、たとえ布団を使用していたとしても、契約書面を

受け取ってから、８日間以内なら、クーリング・オフで

解約をすることができます。

　『無料』という言葉を出されたら、『タダより高いもの

はない』と考えましょう。契約するときには本当に必要

かどうか考え、そして金額をたしかめるなど、もう１度

考えましょう。
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問い合わせ　西讃県民センター（三豊合同庁舎内）　
☎２５－５１３５

地震からあなたを守る新しい情報

○緊急地震速報とは

▲ 頭を保護し丈夫な机の下などに隠れる

　「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地震を

検知し、直ちに震源や地震の規模（マグニチュード）

などを推定し、大きな揺れが迫っていることをお知

らせするものです。この情報を聞いて、大きな揺れ

が始まる前に防災行動をとることにより、地震被害

の軽減が期待されます。

　しかし、緊急地震速報には、情報の提供から大き

な揺れが始まるまでは長い場合でも数十秒程度であ

り、震源に近いところでは、情報の提供が主要動の

到達に間に合わない場合があるなどの技術的な限界

があります。

○緊急地震速報を見聞きしたら

　まずは落ち着いて、身の安全を確保してください。

　家庭における対応行動の指針として、次のような行

動をとることが必要です。

・頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下

　などに隠れる。

・あわてて外へ飛び出さない。

・その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れ

　ている場合は無理をして消火しない。

・扉を開けて避難路を確保する。

　緊急地震速報を有効に活用し、身の安全を守ってい

ただくためには、情報を受けたときにどのように行動

すればよいかという上記の「緊急地震速報の利用の心

得」を参考に、どのように行動すればよいのかを自ら

考えることと、家具の固定など日頃からの地震対策が

重要です。気象庁では、「緊急地震速報の利用の心得」

の周知・広報を推進しています。詳しくは、気象庁ホ

ームページ（http://www.jma.go.jp）をご覧ください。

事　　例

アドバイス

　困ったときや詳しい事は西讃県民センターにお問い合

わせください。

問い合わせ　高松地方気象台防災業務課　☎０８７－８６７－６１１４
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